国際連携2018-4-02

2018年度第3回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2018年11月14日（水）14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館　6階　6-64会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）
　
特別会員       菊川　正博     一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員       祁答院包則     一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
幹事会員       中井　基雄     株式会社データ・アプリケーション
幹事会員       藤田　真吾     株式会社JSOL
正　会員       谷川　伸司　   キヤノンITソリューションズ株式会社
事 務 局
       菅又　久直     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会  

事 務 局
       斉藤　良一     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
出席者7名
４．議事概要　
2018年度第3回国際連携タスクフォースは、事務局菅又の進行にて以下の議事を
実施した。
（資料：国際連携2018-3-01第3回国際連携タスクフォース議事次第）
４－１．2018年度国際連携タスクフォース第2回議事録確認
　事務局菅又より前回議事録について説明があった。
（資料：国際連携2018-3-02　第2回国際連携タスクフォース議事録）
・特に異議、質問はなく承認された。
４－２．国連CEFACTフォーラム報告
　事務局菅又より国連CEFACTフォーラムの報告があった。会議は10月13日から10月19日で場所は中国杭州で開催された。参加国は25か国、参加者は約170名で日本からは11名が出席した。これに先立って中国側から「貿易円滑化とｅビジネスサミット」と題するコンファレンスが行われた。越境電子商取引の将来というテーマではアリババ等の紹介があった。以下、菅又が参画した審議内容の報告があった。内容は以下の資料を参照のこと。
（資料：国際連携2018-3-03　第32回国連CEFACTフォーラム報告）

・国際サプライチェーンPDA（サプライチェーン＆購買ドメイン）

　(新たに３つのプロジェクト提案があった。
Quality Conformance Message

Receiving Advice Message

Track and Trace Message
・制度PDA(電子政府ドメイン)
　(「４－２－１」「４－２－２」参照。

・技術手法PDA（XMLメッセージ構築ガイドラインほか）
　(XMLメッセージ構築ガイドラインについては「４－３」参照。

・オーケストラレイション（コンファレンス）
　(「４－２－３」参照。
４－２－１．eGovernmentプロジェクト
　PDA担当副議長はインドのMr. Tahseen Ahmad Khan  
・相互認証枠組：越境の電子商取引を行うとき、認証局は各国ばらばらであり相互認証が困難である状況から、2国間または複数国間でどう認め合うかの枠組みについて検討が進められている。
・Digital ID for Trade：各国で進められているID（個人、法人）の附番の仕組みにつき調査を進めることとした。
（資料：国際連携2018-3-04　eGovernment Domain Discussion）

４－２－２．IOT Whitepaperプロジェクト
この発表は株式会社ウフルの田中氏のプレゼンである。IoT Whitepaperの1つの章として進められている。
・IoTデバイスで捕まえたデータをエッジで1次処理をおこない、フォッグ経由でゲートウェイを通りクラウドに集めて活用する。

・ウフルはそのアーキテクチャーを提唱している。
（資料：国際連携2018-3-05　Asset Tracking (IoT & Blockchain)

【質疑・意見】
Q1：ウフルさんの国連CEFACTに参加の目的はなにか？

⇒あらゆるIOTの基盤となるプラットフォームを構築するためのアーキテクチャーの提言であり、その国際相互運用性としての価値を高めることにある。特にソーシャルの場で使われるIoTに力を入れているのが特徴で、2020年のオリパラを睨んでいるものと思う。SIPSとしては、データ交換を行うときその構造、メタデータとか、辞書の対象となりうるか関心がある。
Q2：標準化（アーキテクチャー）の対象はどういうレイア―か？
⇒デバイスから通信（ネットワーク）の範囲すべてだ。その上（アプリ）は入っていない。

４－２－３．オーケストラレイション（コンファレンス）
　これは、従来のバッチ型EDIからクラウド上のWebアプリケーション連携への進化の流れとして出てきたとして注目している。
現状のデータ交換型EDIから、クラウド上での情報共有型の仕組みへ進化させようと言う試みである。これはISCO (International Supply Chain Orchestration)ドメインの新らたな方向として、今回のフォーラムでオーストラリア政府の Steven Capell氏がプレゼンを行った。
オーケストラレイションの構想は、国連CEFACT標準のメッセージに対応するAPIを各種整備して行こうとするものである。但し、従来の国連CEFACTの手法（EDIFACT, ebXML）との関係、また手法技術PDAとの組織的な関係などにつき討議が行われたが、意見の統一には至っていない。
（資料：国際連携2018-3-06　UN/CEFACT for Web Developers）
・国連CEFACTではこのような動きが活発になっているので、国内のITベンダーのスタッフも大いに関心をもって参加して頂きたい。

【質疑・意見】

Q1：APIの標準化についての仕様や議論などその情報はどこにあるか？

⇒まだ具体的な仕様が提案されたのではなく、関連するプロジェクト提案をして仕掛けてきている処だ。
Q2：APIと言っているのは何を取得できるAPIのことか？

⇒EDIで言えば、例えば請求処理の標準アプリ（プロセス）ということになる。

４－３．XMLメッセージ設計ガイドライン
　現在の2つの技術仕様（情報項目の意味定義とXMLメッセージの設計規則）で標準メッセージは設計される。しかし、標準メッセージのサブセットや拡張版としてのユーザー・メッセージの設計（例えば、SIPSの業界横断EDIメッセージ）についての仕組みが標準化されていない。
４－３－１．国連CEFACTプロジェクト提案
　今回ガイドラインのプロジェクトとして国連CEFACTに提案した。現在はプロポーザルをビューローに出した時点でありその審議を待っている。
次の成果物を策定する予定である。
· XMLメッセージ設計ガイドライン
· MA、ASMA、MBIEおよびユーザー・コードリストの公開ガイドライン
· MA、ASMA、MBIEおよびユーザー・コードリストのRSM定義ガイドライン
· ガイドラインに関連して必要な技術仕様の改訂プロジェクト提案
· ユーザー定義MA仕様のエンドユーザー間交換手法プロジェクト提案

（資料：国際連携2018-3-07　国連CEFACTプロジェクト提案）
４－３－２．国内事業企画
　前述のメッセージ設計ガイドを国際標準化の推進をしている経済産業省の事業の一環として認めてもらうよう企画提案を準備している。国連CEFACTは直接的には経済産業省の国際電気標準化の対応範囲（ISOとIEC）にはなっていないが、デジュール標準という観点で理解を求めている。認可されれば今後SIPSも事業に参加する。
（注）国連CEFACTの管轄は経産省、国交省、財務省になっている。
（資料：国際連携2018-3-08　XML/EDIメッセージ設計ガイド国内事業企画）
４－４．共通語彙記述仕様
　経済産業省の共通語彙（IMI）プロジェクトより、セマンティック定義の新たな記述方法をISOに提案した。国連CEFACTの手法とは異なるが意味情報の定義として関係があり、今回紹介する。内容は、プログラマー用言語（XML、JSON、RDFなど）に自由に変換可能な、地方自治体の方も使いやすい方式を紹介した。来年の5月にISO SC/32の総会にNWI（New Work Item）として提案する計画。SIPSのプロジェクトではないが、国内初セマンティック国際標準提案として支援して行きたい。
（資料：国際連携2018-3-09　Notation Method for Vocabulary Definition（概要）
４－５．ラウンドテーブル計画
　次に事務局菅又より2018年度のラウンドテーブルの企画案の説明があり、検討を行った。結果は次の2案件を候補として講師を選定することになった。

（資料：国際連携2018-3-10　ラウンドテーブル計画案（たたき台）
①IOTプラットフォーム

②Web base architecture
　講師として該当する方がおられましたら是非お知らせください。（菅又）
４－６．その他（国連CEFACTへの専門家登録について）
　より積極的に国連CEFACT標準に関わるためには、国連CEFACT専門家登録が必要になる。登録をすると、国連CEFACTフォーラムへの参加登録ができ、新たな標準化プロジェクトの提案、更に標準開発プロセスにメンバーとしての登録、標準開発中のドラフトなどへのアクセスが可能となる。その登録手順ついては後日ご案内する。次回の国連CEFACTフォーラムは2019年4月ジュネーブで開催予定。
（追）登録の手順については、会議翌日（2018年11月15日）にSIPSより国際連携タスクフォースメンバー宛にメールにてご案内済みです。（事務局）
４－７．次回の日程について
　次回の国際連携タスクフォースは以下となりました。

会議名 ：第4回国際連携タスクフォース

日時 　：2019年1月9日（水）14時―17時

場所 　：機械振興会館　6階6－62会議室

以 上
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